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アンインストール方法：ファイルを削除
==========================================

「FFTアプリケーショジェネレータ」をダウンロードして下さりまことに有難うございます。
1．はじめに
「FFTアプリケーショジェネレータ」（以下ジェネレータ）は、FFT（高速フーリエ変換）、IFFT（高速フーリエ逆変換）のソースコード（Ｃ言語）を生成するソフトウェアです。混合基数アルゴリズムによって２のベキ乗に限らず任意のデータ数に対応していることが特長です。

また、ソースコードを生成するため、他の言語やファームウェアに移植することも、容易ではありませんがさほど難しくはないでしょう。

ウィンドウ上の「データ数」欄には、生成したいFFT（IFFT）コードのデータ数を入力します。たとえばこの欄に500と入力した場合FFT500.cppというファイルが作成され、500ポイント専用のFFTとIFFTコードが生成されます。生成されたファイルは修正なしにそのままコンパイルできます。

2．生成される関数の数学的仕様
ジェネレータが生成するソースコード中の関数は、離散フーリエ変換の以下の式
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及び、その逆変換の以下の定義
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と同じ結果を与える、FFT、IFFTを行います。（実際に行うのは定義(1)、(2)にしたがった計算ではなくＦＦＴアルゴリズムですが、内部の処理についてはブラックボックスと考えて差し支えありません。）
１．で入力したデータ数が(1),(2)式のNであり、生成される関数はデータ数N専用の、実ＦＦＴ関数、逆ＦＦＴ関数です。

3．アプリケーション作成のおおまかな流れ　

ジェネレータが生成するFFT（IFFT）を用いてアプリケーションを作成するには、生成されたファイルからコピー＆ペーストによってソースファイルに実装します。
FFT（IFFT）の実装は、おおまかに以下の流れによって行います。
1 三角関数キャッシュ（回転子、twiddler）の作成
FFT（IFFT）関数の内部で繰り返し用いる、三角関数の値をあらかじめ計算しておき、回転子とよばれるキャッシュ（配列、メモリ）に格納します。
この回転子を参照しながらFFT（IFFT）関数は計算を実行します。回転子を作成する関数はジェネレータが作成するファイルの中に含まれています。
2 FFT（IFFT）関数
FFT（IFFT）関数には三つの引数があり、第二引数に変換されるデータ列の先頭アドレス、第一引数に変換後のデータ列を格納する配列の先頭アドレス、第三引数に回転子の先頭アドレスを渡します。第三引数に渡された回転子の先頭アドレスによって、三角関数の値を参照しながらFFT（IFFT）が実行されます。
③次にジェネレータが生成したコード内のFFT（IFFT）関数を実行します。実行後、計算結果は、第一引数に渡したポインタを先頭アドレスとする配列に格納されます。
4．詳細
以下、ジェネレータが500ポイントのFFT（IFFT）コードを生成した場合を例に説明します。
これは「データ数」欄に500と入力した場合に生成されるコードでファイル名はFFT500.cppという名前です。
1 ソースファイルの先頭には、FFT500.cppから次の２行をコピ＆ペーストしてください。

#include <math.h>

#include <malloc.h>
2 周波数領域のデータ列と回転子は複素データ列として扱いますので、以下の複素数構造体を宣言します。この宣言はファイルの先頭付近で行ってください。これも同じくコピー＆ペーストしてください。
//複素数構造体

typedef struct {


double re,im;

} COMPLEX;
③次に回転子、FFT、IFFTの各関数のプロトタイプを宣言します。これもジェネレータが生成するファイルに書かれていますのでコピー＆ペーストしてください。
//三角関数キャッシュ（回転子）作成
void twiddler(long, COMPLEX *) ;

//FFT(500ポイントの場合)

void FFT500(COMPLEX *, double *, COMPLEX *) ;

//IFFT(500ポイントの場合)

void IFFT500(double*, COMPLEX*, COMPLEX *) ;

④関数本体を記述します。

上記の三つの関数（twiddler、FFT500、IFFT500）の本体を、以下のように、FFT500.cppからのコピー＆ペーストによってソースファイルに実装してください。(main関数またはWinMain関数の後方に。)
//回転子
//第一引数(入力)：データ数(FFT、IFFTのポイント数)
//第二引数(出力)：回転子へのポインタを渡します。

//第二引数を先頭アドレスとする複素配列に、回転子が格納//されて戻ってきます
void twiddler(long N ,  COMPLEX* pCache)
{
long i;

double PI=3.14159265358979;

for(i=0; i<N; i++) {

(pCache+i)->re=cos(2.0*PI*(double)i/(double)N);

(pCache+i)->im=-sin(2.0*PI*(double)i/(double)N);

}

//500ポイントFFT関数の本体
//pSource(時間軸の実数列、入力) ⇒ pDestination(周波数
//軸の複素数列、出力) 

//第三引数(入力)：回転子(複素データ列）の先頭アドレス。//これによりFFT500は回転子を参照します。

//回転子作成twiddler()を実行してから、この関数を実行し//ます。

void FFT500(COMPLEX* pDestination ,  double* pSource , COMPLEX *  pCache)
{


関数本体（コピペしてください）


}

//500ポイントIFFT関数の本体

//pSource(周波数軸の複素数列、入力) ⇒ pDestination(時
//間軸の実数列、出力) 

//第三引数(入力)：回転子(複素データ列）の先頭アドレス。//これによりIFFT500は回転子を参照します。
//回転子作成twiddler()を実行してから、この関数を実行し//ます。

void IFFT500(double* pDestination , COMLEX* pSource , COMPLEX *pCache) 
{


・



・関数本体
（コピペしてください）

　　　　　　　　　・

}

⑤実装方法は以上の通りです。 以下、500ポイントのFFT、IFFTを用いたコンソールアプリケーションの作成を例として具体的な使用方法を説明します。

・ FFT(順方向の変換)の場合
//冒頭

#include <math.h> 

#include <malloc.h>　　　　　　　　　　
typedef struct 
{

double re,im;

} COMPLEX;
//二つの関数のプロトタイプ

void twiddler(long, COMPLEX *) ;  //回転子
void FFT500(COMPLEX *, double *, COMPLEX *) ;  
//以上がオーバーヘッドです。
int main(void)

{

//変数の宣言（配列へのポインタ）
double *pSource; //変換されるデータ(時間軸の実デー
//タ)を格納する配列へのポインタ
COMPLEX* pDestination; //変換後のデータ(周波数軸

//の複素データ)を格納する
//配列へのポインタ
 COMPLEX* pCache;  //回転子へのポインタ

//上記三つの配列のメモリを確保します。

pSource=(double *)calloc(500, sizeof(double));
pDestination=(COMPLEX*)calloc(500,
sizeof(COMPLEX));

pCache =(COMPLEX*)calloc(500,sizeof(COMPLEX));

//ここでpSource[ ]に、変換したいデータ（FFTしたいデ//ータ）を格納する処理行います。

                 ・
　　　　　　　　 ・

　　　　　　　　 ・

                       ・

//変換されるデータの格納処理終わり。

//次に回転子を作成します。

//キャッシュの先頭アドレスとしてpCacheを渡します。
//この関数の実行後、三角関数の計算結果がpCacheに格//納されて戻ってきます。   

twiddler(500, pCache);  //キャッシュ作成実行
//FFTを実行します。第二引数が入力で第一引数が出力//です。

//第三引数に渡した回転子へのポインタによって、
//FFT()は計算済みの三角関数の値を参照します。

FFT(pDestination , pSource , pCsche) ;
//これでpSourceをFFTした結果が、pDestinationを先//頭アド/レスとする配列に、格納されました。
return 0;

}
//以下main関数の後方に三つの関数の本体を記述します。
//FFT500.cppからコピー＆ペーストしてください。

void FFT500(COMPLEX* pDestination, double* pSource, COMPLEX * pCache)
{
                   FFT500の関数本体

}

void twiddler(long N, COMPLEX *pCache)
{

                   twiddlerの関数本体

}

・IFFT(逆変換)の場合

#include <math.h> 

#include <malloc.h>　　　　　　　　　　
typedef struct 
{

double re,im;

} COMPLEX;
void twiddler(long, COMPLEX *);

void IFFT500(double *, COMPLEX *, COMPLEX *);

//以上がオーバーヘッドです。

int main(void)

{

//変数の宣言（配列へのポインタ）
COMPLEX* pSource; //変換されるデータ(周波数軸のデ//ータ)を格納する配列へのポイン//タ

double* pDestination; //変換後のデータ(時間軸データ)

//を格納する配列へのポインタ

COMPLEX* pCache; /回転子へのポインタ

//メモリを確保します。

pSource=(COMPLEX*)calloc(500, sizeof(COMPLEX));

pDestination=(double*)calloc(500,sizeof(double));

pCache =(COMPLEX*)calloc(500,sizeof(COMPLEX));

//ここでpSource[ ]に、変換されるデータ（IFFTしたい//データ）を格納する処理行います。

                 ・

　　　　　　　　 ・

                 ・

　　　　　　　　　　　 ・

//変換されるデータの格納処理終わり。

//次に回転子を作成します。

//回転子の先頭アドレスとしてpCacheを渡します。

//この関数の実行後、三角関数の計算結果がpCacheに格//納されて戻ってきます。   

twiddler(500, pCache);

//IFFTを実行します。第二引数が入力で第一引数が出力//です。

//第三引数に渡した回転子へのポインタによって、
//IFFT()は、計算済みの三角関数の値を参照します。

IFFT(pDestination , pSource , pCache)

//これでpSourceをIFFTした結果が、pDestinationを
//先頭アドレスとする配列に、格納されました
return 0;

}

以下main関数の後方にFFTの場合と同じく二つの関数(IFFT500、twiddler)の実体をFFT500.cppからコピー＆ペーストしてください。
5．.ご使用条件および免責事項

-「FFTアプリケーションジェネレータ」をご使用になる前に、下記の使用条件をよくお読み下さい。

(1) ニューメリカルフィジックスは、下記①と②を保証しません。

①本ソフトウェアがユーザーの特定の目的のために適当であること、もしくは有用であること。

②本ソフトウェアに瑕疵がないこと。

必ず十分に試用して、解析が正常に行われることを確かめたうえで送金してください。また使用者の責任の範囲内でご使用ください。

(2)　ニューメリカルフィジックスは、本ソフトウェアの使用に関連して生ずる直接的または間接的な損失、損害等について、いかなる場合においても一切の責任を負いません。

(3)バグ修正が不可能な場合がときとしてあることをあらかじめご了承ください。バグ修正の努力義務を作者は負うものとします。

(4)ユーザーサポート

 
バグ報告、作者の間違いの指摘、ご質問、ご要望などございましたら、ぜひ下記メールアドレスにご連絡くださいますようお願いいたします。

    shdy413@yahoo.co.jp
◎ 最後までお読みくださりまことにありがとうございました。今後も機能を追加し改善していく予定です。よろしくお願い申し上げます。
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